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香 川 県 に 於 け る 水 稲 晩 期 栽培 の

　　　　　　　　　　出穂 期 の 早 晩 と 冷 害

末 沢 一 男 ． 白 井 勇 ・ 山 下 睦 夫

　　　（ 香 川 県 農 業 試 験 場 ）

　昭和 32 年の zK稲晩勘栽培はか な りの 冷 害に 見舞れ た も の が 多か っ た。一
方 品種 の 選楓 栽堵 法良

5 し きを得た もの は完全 に 受精登熟 して 安 全 収 量を得て お る もの もあ っ た 。 即 ち冷害 の 主原因 は 気象

条件で は あ る が ，人為 的に 冷害を助 長す る 様 な 栽 堵 法を選ん で い た もの もか な b あ っ た と考 え られ る。

　水 種晩期栽 培 に 閨する各種試験 成 績を 中 心と して ， 香 川県 に お げ る 水稲 晩鮎栽 培 の 冷 害を 出穂期 の

早晩 を中心 に 調 査 検討 した。

　 1　 気象

　昭和 52 年 の 香川県仏 生 山 に 齢 け る 夏作期間 の 気温 及 び 日照 時 間 の 平 年 との 比較は 第 1表 の 如 く低

　　　　　　　　第 1表 　 昭和 32 年気象 の 平
’e との 差 （私・生山 ）
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温寡照 で あ る 。 8．9．1Q 月の 3 ケ 月 の 積算温度は 平 年 よ り 125 ．9 ℃，梢算 日照 時 間は 64 ．6 時 間少

い
。 特 に 9 月の 低 温寡照 が甚 しい

。 又 5，6．7 月の 低 塩寡照 は 前作 物 の 収 橦期 の 遅 延 を きた して 晩欺水

稲 の 植付期 を お くらせ ，そ の 後の 気象 条件の 悪化 と共 に 晩期 水 梢 の 生脊並 び に 出 穂 巷 延 の 原 因 とな り ，

冷害 の 誘因 と な っ た もの と思われ る 。 昭和 52 年 9 月の 最高最低気温 の 日変 化 と ， 同 じく冷害年で あ

っ た 昭和 26 任 の 最低気 温 の 臼変化 を示 す と第
一図 の 如 くで ある 。
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1　2日　　4EI　 6Eヨ　　8日　　10日　 12ヨ　　14日　16H　i8日　　20日　22ヨ　24日　26 日　黛3日　　50日

9月

　　　 第
一

図　　 9 月気温の 日変化 〔仏生山 ）

　乗昭 和 33 年 ア 月 26 日第 2 回例会 に お い て 発表

2 日 3 日 4 日 15 日 14 日 19 日 20 日 の 気温低 下は 晩期 水 稲 の 幼穂 の 発 育，花粉 の 成 生 ，出 穂並 び

に 受精を 阻害 して 冷害発現 の 直接的県因 に な っ た もの と想 わ れ る 。

　 2． 出穂期 の 早晩 と 出 穂瞳 延

　　　出穂期 の 早・晩と出 穂 遅 延 日数 との 関係 を 昭 和 51 年 との 比 軟に 細 い て 示す と第二 図 の 如くで あ

　 　る
。
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　　　　 第二 図　　出愚 期 の 早晩 と出穂遅 延

　出穂期 の 早 い もの 程 出穂遅延が少 い
。 苗代 日数 20 日以内 の 品種 が 比較 的 出 穂早 くて 出穂遅 延 が 少

く， 蛸代 日数 50 臼 の 吊 種 は とむ穂 が お そ くて 辻
lr

穂遅 延 が 大 きい もの が 多い 。更 に そ れ ぞ れ の 品種郡 の

中 に 論 い て も出穂遅 延 の 大 きい 品種 と少 い 品種 とが あ る 。 苗代 日数 50 日 の 品 種郡 の 中 で は ， ナ カ セ

ン ゴ ク 　 農菻 29 号　 農林 ろ ア号　中亀　ミ ホ ニ シ キ 　 ア ケ ボ ノ　 農林 51 号 等 が 出 穂遅 延 が 大 きい o

又 苗代 日 数 20 日 の 品 種 君ドで は　 コ ガ ネ ナ ミが 出穂遅 延 が 大 きい
。 　 テ ドリ ワ セ　ハツ ニ シ キ　巴 ま

さ り　 農林 L6 号　 ト ワ ダ 　ア ズ サ 　農林 50 号　綾錦 ， 農林 25 号＄・は 出 穂遅 延 が 少 な か っ た 。

　昭和 28 年水 稲 晩妣栽培 の 出穂 欺 の 碣 度 が 出穂 に 及 ぼ す 影響 の 品種 間差 異 に つ い て 実験 を行 っ た 結

果 （第三 図 ）｛曷度差 K よる 出 穂欺 の 変動は 品 種間 に 差 異 が 認め られ ，
ハソ ニ シ キ ， 藤坂 5 号 ， 内平 2

号　奥羽 214E 　陸羽 132 号 は 温 度差 （特 に 低 温 ）に よ る 出 穂勘 の 変 動が 少 い D

　以 との 如 く水 稲晩期 栽 堵 に 齢 け る 出 穂 前 ， （幼穗 形成期 ）の 低 指 に よ る 出 穂遅 延 に は 品 種間差異 が

明 らか に 認 め られ た。

　 5． 出 穂 期 の 早晩 と 不稔歩合

　　出穂 期 の 早晩 と木稔歩合の 関係は 第四 図 の 如 く， 9 月 12 日ま で に 出穂 した もの は 殆ん ど冷害 を

　受け て お らず ， 9月 13 日以降に 出穂 した もの は 出穂 期がk一くれ る に 従い不棯 歩合 が 高く 20 〜3

　 0 ％の 不稔歩 含 を示 し， 9 月 18 日 以 降 の 出穂 で は更 に 不 稔歩 合 が高い
。 しか し 9 月 18 日以後 の

　出穂に 齢 い て も不稔歩合 り 低 い もの が あ る 。 これ は 施肥量 ， 品種，土 壌条 件等が 良好で 低温抵抗性

　が 大 きか っ た もの で ， 稲体 が 健 全か ど うか に よ っ て 冷害抵抗性 に差異が 認 め られ る 。

　 4． 出穂 期 の 早晩 と収 量

　　出穂 期 の 早晩 と収 量 との 関係は 第 5 図 の 如 く ， 9月 12 日 頃 ま で に 出 穂 した もの は 殆ん ど 出穂期

　の 早晩 に ょ る 収 量 の 変動は 認 め 難 い が ， 9 月 15 日以後 の 出穂 で は 出穂期 の 拾 く れ．る に 匪 っ
て 減収

　が 認 め られ ， 出穂 期の 早晩 と不 稔歩合 との 関係 とほぼ 同
一

傾向 が 認 め られ た。しか し 9 月 20 日前

　後 に 出 穂 した もり で も反当玄米 100 貫 前後の 収量を得て お る も の も あ り，又 出 穂 期が か な り早い

　もの で も低収 の もの が あ る 。 こ れ らは 晩 期水稲 の 前歴 及び品種等 の 諸爰 因 の 差異に よ る も の と考え

　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　42
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詮 け る 農林 5
．
7号に つ い て 出 穂 期 の 早晩と収 景 との 関係を示す と第 6図 の 通 りで ある 。 これ に よる

と 9 月 17 臼ま で に 出穂 し た も の で は ， む しろ 出穂期 の 訟 くれ る に 従い 稍増収 的傾向が 認 め ら れ る。
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9 月 窪8 日 以 移 り 出穂で は 繊穂が 齢 くれ る に 従っ て 収景 は 漸減 して taる c、

　水稲晩 期栽培 に わ け る 出穂期り 早晩 と収 量 と の 関 係 は ，冷害 を受け な い 範 囲 内で は 出 穂期 り か そ

い も り が 生青 歟 閲が 毎 く ， 登熱幽の 気潟が 高け れ ば 比較的多三賦で あ る 箏 は 言 う ま で も
一
r：　IA

。 しか し

出穂が わ くれ る に 従い そ 荊 だ け 冷害 を蒙む る 危険 静が 増大す る
。 以上 の 如 き諸專 実か ら 香川 県の 平

軸 部に お け る 水穂晩期栽培 の 安全 出穂 驥 の 阪界 は ほぼ 9 月 17 臨で あ り ， 出来 うれ ば 更に 早ぐ毘穂

して お れ ば よ b安 金で ある と考え られ．る。

5． 出穂期を決定す る 条件

　水 稲晩 簿識 培Z）冷 害 並 び に 収 量は 昂 穂 賄の 早晩 と関係が あ り， 出穂 財を決 足す る 最 大要因 の
一つ

が 気象で あ り ， 品 種 で あ る 享 は す で に 指 摘した 。 そ の 他に ‘丿 植｛rrltn の 早 晩 0 苗代 日 数 0 旃肥 景 ρ 育

苗技術 o 本 田管理 り 巧拙 6 ± 紬条件箏 に よ
っ

て も出 穂期は 左 右 され る 。それ は 第 四 ， 汽 ，六 1戴 （ 憂

い て そ れ ぞ れ か な りの 幅を も っ て い る 事か ら明 らか で あ る Q 晩植 ， 若苗 ， 多肥 ， 不良苗 ， 高温障害 ，

病害虫被害等 に ょ る 生 鷺の停帯或 　は 栄 養生長 の 延 長箏 は
』
すべ て 出穂を 遅延 せ しめ る 。

　（層 苗 代 日数 と冷害

　　水稲農林 A8 号 の 8 月 5 日植紅 に 訟 け る 灘代 日 数及び藩代肝料 と冷害につ い て 獄 鎖 （箋二 表 ）

　 に よ る と ， 苗代 日 数 26 日 ， 苗代 罷料半耀
』
区が 出 穂早 ぐ，不 稔歩 合 少 く ， 多駁 で あ っ た 。 農林 3

　 7号 に お・い て は ろ 0 日苗 よ りろ 5 〜 401 、｛苗が 畠穗早 く冷害少 く｝多収 あった v 適当 な 断代 日数

　は 各品種に ょ っ て 又植 曾 期に ょ っ て そ 碧 ぞ 2 ．R る。

　　　　　　　　第 2表 　　葎苗法 と不稔 及び収 量 （農林 48 号 8月 5 日植）

苗 代 日 数

1．＿

26E ヨ

26 日

2　1 日

苗 代 肥 料

標 準 肥 料

半　　 量

21 副 半
　 　 　 　 r

出 穂 期

月　 頚

9　14

　　　　　1915
標 準 肥 料 i， ， 8

　　　料 亅918

不 反 当 玄 米 重

2　ろ

　　 貫

94 ．999

．58

　0，8849

　農林 48 号 を ア月 24E ヨに 20 日苗 で 植 忖 け れ ば ， 9 月 15 口 に 出 穂 し ， 反 当 152 貫の 玄米

を得 た 。

しか し 8 月 5 日 に 植付 け た場台 は 第二 表 り 如 く 21 日 苗 で は冷害 を うけ ， 26 日 苗が 良い 結 果 を

示 した。

（ロ ｝　本 田 珸巴料 と冷害

　水稲晩 臘 培 に tsけ る N 旋用 量試験 の 冷害は 第三 表の 如 く，無 N ，ノV　1貰区は 出穂早 く不 稔歩

合少い が 収景少 く ， N2 〆 区は 出穗稍 雜 そ く ， 稍不 稔歩 台が 高い が 最 も多収 で あ る 。 追駝施用墜

は 更 に 出穂in・そ く ， 不 稔歩含萵く 減収 が 認 め ら れ た 。 以上 の 成績は龍作物 （麦） の 残 効が 殆 ん ど

無 い 場 台 で あ る が ， 7k稲晩期栽培は蔬．菜 7 煙草等の 多肥 作物 り跡作 として 栽培 され るため ， 前作

物 の 残 効 が あ りそ れ を推量す る 事 は 困難 で ， 晩期水稲に 対す る施肥量 の 決 定は 難 し い 。 多肥 に 失

した もり は 殆 ん ど冷害を蒙っ て お り ， 特に 晩植 の 場 合は 少 肥 安盒 王 義が 必 要で あ ろ う。
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第三 表 聯 勝 ・轄 儲 儲

項　　目
出 穂 期 不 稔歩 含 反 当 玄 米 重

施用
期

反i論 曝

驢

a　O9 摺　季 6　日 1　 0　『も 692 貫

元　　 肥

　　　｛
t　O9 　　 1　 8 1　0 8　 ろ，0

〃 2、e9 　　 2　0 2　0

　 　 i9
　3，9

〃
　　1
5
『

9　　 2　0

　 　 …
　 　 　

2　0　　
F
［

9　α　瓏

売　　 肥

　 ｝
1．5

追　 　鋸 α　5

9　　 2　 0

　　　　i
　 　 　 　 き

　 　 　 　 i

5　 6

　　 1
　　 1

8　 Z　5
翠

元 肥 2’　 5

92 ⊥ 、

追 E巴 　 α 5 1

64 ．2
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6． 摘 　要

　永稲晩期栽培 が 下 降気 温系 に お け る 短期稲作法で あ り， 生 育後期 に 秋冷を ひ か え て い る 以 一hそ の

栽培 に 当 っ
て は 常に 冷害に 対す る慮ば か bが は ら わ れ k け れ ば 壕 ら な い

。 品種 選択 と昔 培法 よろ し

きを得 れ ば 昭 和 52 年 の 如 き冷害年 に 黔 い て も安 全作を得 る 事が 明 ら か で あ る。香川 県平錦部 の 冷

害 は 次 の 如 くで あ る 。

2

QO

4

見
U

6

〕？｛

〔8）

冷害の 主 原 因 は 低温寡照 特に 9 月D 低温 で ある 。

出 穂期 が 寿 くれ る に 従 い 出穂遅 延 が 大 き い 。

出穂遅 延 に は 品種聞霪異が あ る 。

出穂 期が 詮 くれ る に 従い 不稔歩合 が 大 きい 。

或時期以後 の 出穂 で は 出 穂 が お くれ る に 従い 減 収 した 。

平 鋤 部の 安 全 出穂 則は 9月 17 日 前後 で あ る 。

苗代 日 数は 品種及 び 植忖 期に よ っ て 異 な る が ， 冷害年 で は 比較的 苗 代 日数 が 長 La方 が 安 全で

あ る （不時 出 穂 しな い 範囲 に 海 い て ） 。

施肥量が 多き に 失す れ ば 冷害多 い
。
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